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明
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三
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入
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四
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二
十
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論
説
及
報
告

○

支

那

漢

族

の
女

子

に

行

は

る

る

纒

足

の
風套

藍
濁

伊

能

嘉

矩

(
一
)

糎
足
の
起
源

支
那
に
於
け
る
漢
族
(
Ω
}
o
ω①
団
3
℃
霧
)
の
女
子
の
特
俗
允
る
、

纒
足
の
起
源
に
就
き
て
は
、
史
的
記
録
の
確
か
に
徴
す
べ
き
も
の

少
な
く
、
且
つ
支
那
上
代
の
俗
を
寓
せ
る
給
薔
を
見
て
も
、
古
來

斯
か
る
風
が
あ
つ
尤
と

い
ふ
事
を
考
詮
す
べ
き
資
料
も
な

い
の
で

の

の

　
　
の

　

あ

つ
て
、
降
り
て
宋
代

の
張
邦
基
が
、
黒
荘
漫
録
に
、『
婦
人
之
纒

　足
、
起
於

近
世
、
前
世
書
傳
、
皆
無
所
自
』
と
あ
る
の
は
、
事
實

り

の

つ

　

で
あ
ら
ふ

、
道
山
清
話

に
よ
る
に
、

李
後
主
宮
績
皆
娘
、
繊
麗
善
舞
、
後
圭
作
金
蓮
、
高
六

尺
、
作

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

品
色
瑞

蓮
、
A
"皆
娘
以
畠
纒
足
、
令
繊
小
、
作
新
月
状
、
著
素

機
、
於
蓮
中
回
旋
、
有
凌
雲
態
、
齊
鏑
詩
云
、
蓮
中
花
更
好
、

雲
裏
月
常
新
、
因
皆
娘
作
也
、

　

　

と
見
え
、
南
史
に
よ
る
に
、

齊
東
昏
侯
播
妃
名

玉
妃
、
東
昏
難
金

、
爲
蓮
花
、
以
貼
地
、
合

り

　

　

り

　

妃
行
其
上
、
日
歩
々
生
蓮
花

、
齊
亡
、
王
茂
請
妻
之
、
玉
奴
守

節
而
死
、
故
詩
日
、
月
歩
雲
梯
護

一
奪
、
玉
奴
終
不
負
東
昏
、

と
見
ゆ
る
の
は
.
蓋
し
此
の
風
俗
流
行

の
先
躍
動
機

の

一
と
な
つ

た
も
の
ら
し
く
、
其

の
源
流
を
、
唐
末
宋
初
の
頃
に
賢
し
た
も

の

と
見
れ
ば
、
大
差
は
無

い
の
で
あ
ら
ふ
と
思
ふ
、
顧
ふ
に
、
當
時

支
那
人
の
嗜
好
の
潮
流
は
、
其
の
思
想
を
代
表
す

る
文
學
の
繊
艶

を
競

ふ
た
の
を
見
て
も
、
推
知
し
得
ら

る
ゝ
通

う
、
華
奢
淫
侠
の

傾
向
、
浴

々
と
し
て
底
ま
る
所
を
知
ら
な
か
つ
た
の

で

あ

る

か

ら
、
所
謂
る
楚
王
細
腰
を
好
み
て
宮
中
餓
死
多

し
の
類
ぞ

、
時

の

上
流
者
に
よ
ら
て
爲
さ
れ
し
偶
然
の
好
奇
的
戯

諺
も
、
駆
然
と
し

て

一
代

の
模
倣
を
誘
起
す

る
に
至
つ
た
事
は
、

又
た
自
然

の
現
象

で
あ
つ
だ
で
あ
ら
ふ
と
思
は
れ
る
、(
纒
足
の
起

源
に
つ
き
て
は
、

む

む

　

む

趙
翼
の
咳
餓
叢
考
に
、
多
く
の
事
例
を
載
せ
て
あ
る
が
、
歴
史
を

考
謹
す
る
の
は
、
本
文
の
目
的
で
あ
ら
滋
か
ら

省
略
す
る
)
、

支
那
漢
族
の
女
子
に
行
に
ろ
＼
纒
足
の
風

審
…9
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(
二
)

纒
…足
の
方

法

漢
族
女
子

の
纒
足
は
、
重
も
に
中
流
以
上
の
肚
會
に
行
は
る
ゝ
の

で
、
労

働
に
衣
食
せ
ね
ば
な
ら

諏
、
下
流

の
女
子
に
は
少
な

い
の

り

　

で
あ
る
、
(纒
足
の
事
を
、
支
那
人
の
丈
學
的
詑
録
に
は
、
弓
足
と

書

い
て
あ
る
、
此
の
名
租
は
、
前
に
墨
げ
た
吏
的
事
例
の
、
畠
を

p
て
足

を
纒

ひ
、
繊
小
な
ら
し
め
、
新
月

の
欺
を
作
す
と

い
ふ
形

容
よ
り
、
導
か
れ
カ
も
の
で
あ
ら
ふ
、
叉
允
南
部
支
那
の
閲
入
の

チ
ィ
ク
ウ

パ
ク
カ
ア

チ
ァ
カ

ア

方
言
で
裁
縮
或

は
縛
脚
と
呼
ぴ
、
其
の
天
然
足
を
ば
赤
脚
と
呼
ん

で
居
る

)
、

纒
足
の
方
法
は
、
二
期
に
分
か
ち
て
行
ふ
の
で
、
女
子
が
生
れ
て

四
五
歳

に
至
れ
は
、
足
の
第

二
指
以
下

の
各
指
を
、
強
く
踵
面

に

チ
ャ
ム
タ
ワ

屈
曲
し
、
先
端
の
尖
り
だ
る
小
形
の
鮭

(閾
人
の
方
言
に
て
尖
頭

オ

エ
鮭
と
呼
ぶ
)
を
穿
力
し
め
る
が
、
是
れ
は
纒
足
の
豫
備
期
と
も

い

ふ
べ
き
も
の
で
あ

る
、
斯
く

て
七
入
歳

に
及

び
、
日
を
澤
み
、
母

親
は
自

ら
其

の
女
子
の
踵
骨
を
強
く
屈
曲
し
、
舶
状
骨
の
脱
臼
を

來
さ
し
め
、
長

さ
五
尺
許
、
幅
三
寸
籐
の
白
布

(閾

人
の
方
言
に

カ

ァ
ベ

エ

て
脚
白

と
呼
ぷ

)
に
て
、
繍
帯
を
な
す
が
如
く
に
全
足
面
を
纒
縛

ヰ
ム
リ
ヱ
ヌ
オ

エ

し
、
其

の
上

に
更
に
小
形
の
短
鮭

(
閾
人
の
方
言
に
て
金
蓮
鮭
又

は
弓
鮭
と
呼
ぶ
、
前
者
は
前
に
引
け
る
史
例
の
金
蓮
の
上
を
歩
痩

し
め
た
と

い
ふ
故
事
に
、
後
者
は
弓
足
の
意
に

因
め
る
名
稻
で
あ

ら
ふ
)
を
穿
だ
し
め
、
さ
う
し
て
最
初
毎
日

=

一回
、
纒
布
を
解

き

て
之
を
洗
ひ
、
明
馨

の
粉
末
を
撒

ウ
か
け
、
又
た
蓉
き
つ
け
る

の
で
あ

つ
て
、
回

一
回
毎
に
強
く
緊
縛
す
る
、

之
が
爲

め
に

一
時

足
諏
腐
燗
し
、
苦
痛
を
感
ず
る
甚
し
く
、
日
夜

悲
泣
し
、
其
の
崎

憂

の
癒
着
を
な
す
ま
で
は
殆
ど
歩
行
す
る

こ
と

の
出
來

於
者
も
あ

る
の
で
あ
る
、

そ
こ
で
此
の
憂
形
の
結
果
は
、
常
態

の
歩
行
を
爲
す

こ
と
が
出
來

ぬ
の
で
、
主
と
し
て
身
禮
の
全
重
を
支
持
す
る

に
、
足
踵
尖
端
の

小
面
と
栂
趾
踵
面
と
に
於

て
、
平
均
し
つ
ゝ
歩

ま
ね
ば
な
ら
臓
か

ら
、
丁
度
輕
業
師
の
綱
渡
う
を
す

る
如
き
姿
勢
を
取
る
を
常
と
す

る
の
で
あ
る
、
漢
族
女
子
の
中
流
以
上
の
者
が

、
終
始
深
窓
閨
裡

に
蟄
伏
す
る
の
が
、
此
の
歩
行

の
不
自
由
な
る
障
碍
に
よ
り
て
、

愈
々
度
を
高
め
る
の
も
巳
む
を
得
諏
現
象
で
あ

つ
て
、
中
に

は
歩

行
に
必
ず
杖
を
つ
き
、
或
は
媒
助
者

の
肩
頭
に
縄
が

る

者

も

あ

る
、
併
し
乍

ら
、
中
流
以
下

の
者
に
は
、
自
然

の
熟
練
よ
ウ
、
巧

み
に
中
心
を
保
ち
つ
ゝ
、
敏
捷

に
歩
調
を
交
換

し
、
戸
外
に
出
で

支
那
漢
族
の
女
子
に
行
に
る
、
纒
足
の
風

き

二
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ゝ
相
慮

の
労
働

に
從
事
し
、
肩

に
重
き
水
桶
を
下
げ
尤
る
天
秤
棒

を
榴

ひ
、
雨
手
に
重
最
あ
る
荷
物
を
提
げ
、
或
は
小
川
に
架
し
だ

る
細
き
猫

木
橋
を
渡
う
得
る
も
の
も
あ
る
、

此
の
纏

足
の
上
に
穿

つ
短
小
な
る
鞍
は
、
概
し
て
布
質
を
用

ゐ
て

パ
ク
キ
ア
タ

ァ

製
し
、
踵

下
の
部
分

に
、
木
枕
(
閾
、人
の
方
言
木
履
踏
と
呼
ぶ
)を

附
し
、
栂
指
踵
面
の
地
上
に
於
け
る
支
黙
を
固
く
す

る

爲

め

に

し
、
鮭

の
上
端
に
は
、
乳
を

つ
け
、
紐
に
て
脛

の
下
端
に
結
ぶ
や

う
に
す
る
・
(
閾
人
の
方
言
に
て
轍
徽

と
呼
ぶ
)
、
育

し
て
上
流
者

の
穿
つ
韓

は
、
表
面

に
各
色

の
彩
緯
を

以
て
、
美
麗
な
る
花
鳥
模

様
を
縫

ひ
飾
り
と
し
π
の
も
あ
り
、
共
の
上
、
脛
の
下
部
よ
り
鮭

の
上
端
に
接
し
て
、
筒
形

㏄
縫

ひ
た
る
布
を
穿
ち
、
(閾
人
の
方
言

シ

ヱ
ク
コ
オ

に
て
色
褥

と

い
ひ
、
刺
繍

を
施

す
)
、又
た
其
の
上
面
に
、

一
種
の

カ
ァ
コ
ア
ヌ

金
燭
製
の
環

(
閾
人
の
方

言
に
て
脚
環
と
呼
ぶ
)
を
籍
め
中
に
は

環
に
小
鈴

の
類
を
附

し
て
、
歩
を
…連
ぶ
毎
に
、
錯

々
の
響
き
を
畿

す
る
も

の
が
あ
る
、

術
ほ
同

一
纒
足
で
も
、
大
小
籔
等

の
別
が
あ
つ
て
、
中
流
以
下
の

者
は
、
多

少
労
働
に
從
鑛
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
結
果
、
從

つ
て
概
し
て

比
較
的
大

き
く
纒
足
す
る
の
で
、
夫
れ
等
は
差

し
て
歩
行
に
差
支

な

い
の
で
あ

る
、
上
流
肚
會
女
子
、
殊
に
男
子

の
愛
情
を
買
ふ
を

務
め
と
す
る
藝
妓

の
だ
ぐ
ゐ
に
至
り
て
は
、
力

め
て
小
形
に
懸
縮

し
、
其
の
最
小
梅
端
は
、
鮭
底
の
前
後
爾
端
の
直
径
少
か

二
寸
五

分
内
外

に
過
ぎ
ぬ
者
も
あ
る
、
且
つ
此

の
流
の
婦
入
中
、
媛

郷
を

競

ふ
者
に
至
り
て
は
、
極
端
な
る
小
形
の
擬
足
を
作
わ
畳
き
、
客

に
侍
す
る
時
、
此
の
擬
足
を
眞
の
足
の
上
に
重

ね
穿
ち
、
長
く
褥

(下
衣
の
稻
)
を
垂
れ
つ・
、
眞
足
の
見
畠

や
5
に
す

る
風
が
あ
る
、
(
閾

み
エ
ん
ブ

人
の
方
言
之
を
假
脚
と
呼
ぶ
)
、

因
み
に
日
ふ
、
或
は
纒
足
の
風
は
、
漢
族
中

の
勢

人
に
は
、
行

は
れ
て
居
ら
臓
と

い
ふ
人
も
あ
り
て
、
其
の
例
謹
と
し
て
、
壼

灘
に
移

佳
せ
る
勢

人
女
子
の
俗
を
墨
げ
て
あ

る
が
、
峯
轡
に
在

る
輿
人
は
、
移
住
常
時
の
歴
史
的
關
係
よ
り

、
全
く
纒
足

の
風

が
無

い
と
言
つ
て
も
宜
し

い
の
で
あ
る
、
然

れ
ど

も
其
の
本
土

な
る
廣
東
地
方
に
在
る
者

の
女
子
に
は
.
纒

足
の
風
が
行
は
れ

て
居
る
事
は
事
實
で
あ
つ
て
、
此
較
的
少
な

い
と

い
ふ
事
を
得

る
の
み
で
あ
る
、
既
に
其
の
風
の
存
在
す
る
上
は
、
た
と
ひ
数

の
上

に
少
な
く
と
も
、
夫
れ

は
程
度
の
問
題

で
、
有
無
の
問
題

と
せ
ら
れ
綴
の
は
明
か
で
あ
る
、
此
の
事

は
、
南
清
地
方
の
慣

支

那
漢
族
の
女
子

に
行
に
ろ

ゝ
纒
・足

の
風

き
三
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習
調
査
の
爲
め
、
彼
の
地
を
族
行
し
た
小
林
里
平
氏
の
、
閾
族

む

む

　

　

　

の

　

婦
人
と
勢
族
婦
人
と
題
す
る
報
文
に
詳
説
し
て
あ
る
、(
原
文
は

藁
選
慣
習
紀
事
に
載
す
)
、塊
入
に
限
ら
ず
、
概
し
て
纒
足
は
、

都
會
入
に
多
く
し
て
、
郷
村
人
に
少
な
き
傾
向
が
あ
る
日
H
労

働
に
從
事
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
結
果
H

と

い
ふ
事
は
、
既
に

の

む

　

む

趙
翼
の
咳
除
叢
考
に
も
認
し
て
あ
る
、

(
三
)

纒
足
に
及
ぼ
す
生
理
上
の
影
響

斯
か
る
自
然
の
禮
部
を
殿
損
す
る
纒
足
の
結
果
は
、
其
の
直
立
歩

行
の
自
由
を
障
碍
す
る
外
に
、
生
理
上
に
及
ぼ
す
影
響
の
有
無
は

如
何
ん
、
之
に
就
き
、
元
憂
北
警
院
馨
員
た
う
し
角
田
秀
雄
氏
の

調
査
は
、
最
も
精
確
に
し
て
有
盆
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
峯
潜

馨
學
會
雑
誌
第
二
+
九
號
(本
年
一

月
爽
行
)
に
櫨
り
、
其
の
梗
概
を
左
に
抄

のり

の

のり

の

　

　

ムり

　
ワ
　

録
し
て
参
考
と
し
や
う
、(
原
文
は
題
し
て
壷
灘
婦
人
の
骨
盤
に
就

　

む

　

の

の

　

の

て
戴
に
生
禮
計
測
と

い
ふ
)
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(
第

一
)畢
轡
婦
人
の
外
親
虹
に
纒
足
に
因
ム
て
來
る
べ
き
愛
化
の

読
明
と

い
へ
る
章
の
要
瓢
に
曰
く
、

直
立

の
位
畳
に
於
て
、
腹
部
乃
至
骨
盤
部
の
著
明
な
る
外
観
的

縫
化

は
、
(
一
)下
腹

の
膨
出
せ
る
こ
と
、
(
二
)薦
骨
脊
柱
筋
殊

に
背
長
筋

の
緊
張
に
よ
り
生
ぜ
る
背
部
中
線

に
浴

へ
る
縦
溝

の

著
明
な
る
こ
と
、
(
三
)腰
椎
前
饗
、の
殊
に
著

し

き

乙

と
等
な

り
、

一
、
二
は
、
蓋
し
三
の
結
果
と
し
て
現

は
れ
た
る
も
の
に

し
て
、
其
の
三
の
現
象
並
び
に
原
因

に
就
き

て
は
、
必
ず
し
も

之

れ
を
支
那
婦
人
に
特
異
の
黙
と
し
て
見
る
を
得
ざ
ら
ん
も
、

　

　

　

り

　

少
な
く
も
皇
藩
婦
人
に
於
け
る
此
現
象

は
、
纒
足
に
因
る
も
の

な
る
を
信
ず
、
禮
重
を
、
骨
盤

の
媒
介

に
ょ

り
、
下
肢
に
移
す

に
當

り
、
下
肢
は
之
を
支
持
す
る
に
不
完
全
な
る
と
き
は
、
豫

め
其
の
重
力
を
減
弱
せ
し

む
る
の
道
を
講
ぜ

ざ
る
べ
か
ら
ず
、

之
に
二
法
あ
少
、

一
は
、
骨
盤
に
移
す
際

、
其
の
力
を
減
殺
す

る

こ
と

、

一
ぱ
、
骨
盤
を
し
て
減
殺
せ
し
む

る
こ
と
是
な
う
、

(
甲
)骨
盤
に
膿
重
を
移
す
際
其
の
重
力
を
減

殺
す
る
こ
と

・
:

・
:
シ
h身
電

に
從

へ
ば
、
躯
幹

の
重
黙
は
、
第

一
頸
椎
の
前
結

節
よ
り
、
第
⊥ハ
頸
椎
、
第
九
胸
椎
、
第
三
薦
骨
を
通
過
す
、
故

に
骨
賂

の
構
造
上
、
腰
椎
轡
曲
な
る
名
構
を

し
て
、
廣
義
の
意

味
に
て
、
第
九
胸
椎
よ
6
第
三
薦
骨
ま
で
を

言

ひ

現

は

さ
し

む
、
今
禮
重
を
骨
盤
に
移
す
際
、
其
の
重
力

を
減
殺
す
る
爲
め

に
は
、
何
故
此
の
腰
椎
轡
、曲
は
強
か
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
か
、

支
那
漢
族
の
女
子
に
行
に
る
ゝ
纒
足
の
風

き
四
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差
し
腰
椎
轡
曲
は
、
薦
骨
上

に
來
る
謄
董

が
、
斜
め
に
來
る
に

因
ウ
て
生
ず
る
が
故
に
、
鼓
に
膣
の
重
大
な
る
か
、(
物
を
頭
上

に
戴

く
琉
球
」婦
人
の
如
き
)、
或
は
支
持
力
小
な
る
か
、
(
纒
足
せ

る
壷

轡
婦
人

の
如
き
)
な
ら
ば
、
此
轡
曲
を
呈
す
る

こ
と
、
愈

々
著

明
と
な
る
べ
し
、
而
し
て
此
轡
曲
は
、
腰
椎
の
前
方

に
走

る

こ
と
多
き
に
よ
る
か
、
或
は
薦
骨

の
傾

斜

甚
し
き

に

ょ
る

か
、
將
力
雨
者
相
待
て
初
め
て
成
立
す
る
も
の
な
る
や
、
未
だ

明
か
な

ら
ざ
れ
ど

も
、
恐
ら
く
は
、
其

の
大
部
分
は
、
腰
椎

の

方
向
鍵

化
に
基
因
す
る
な
ら
ん
、

(
乙
)骨
盤
を
し
て
下
肢
に
移
す

べ
き
膿
重

の
力
を
減
弱
せ
し
む

る
≧
と

…

…

(
1
)骨
盤
は
、
横
径
に
鑛
張
す
る
を
要
す
、

夫
れ
下
肢

の
支
持
力
を
少
に
し
て
、
普
通

の
禮
重
を
負
荷
せ
し

む
る
に
は
、
骨
盤

の
横
径
を
し
て
、
脊
椎

の
横
径
よ
う
遙
か
大

な
ら
し

む
る
を
要
す
、
例

へ
ば
、
骨
盤

の
横
径
が
、
脊
椎
横
径

の
三
倍

大
な
る
と
き
は
、
下
肢
は
、
禮
重
の
三
分

の

一
の
力
を

以
て
支

持
す
る
乙
と
を
得

べ
き
如
し
、
(
2
)骨
盤

の
高
さ
は
、

低
き
を
要
す
、
重
物
を
負
荷
す
べ
き
面
の

愈

々
大

な

る
と
き

は
、
從

て
其

の

一
部
分

の
受
く
べ
き
歴
は
、
盆

々
小
な
ウ
、
之

が
爲
め
、
膓
骨
板
は
、
直
立
に
近
き
位

置
を
取
ら
ず
し
て
、
水

平
に
近
き
位
澄
を
取
り
、
從

て
骨
盤
の
高
さ
は
減
少
せ
ざ
る
べ

か
ら
ず
、

　

　

　

　

　

　

　

　

り

　

　

　

　

(
第

二
)
纒
足
が
直
接
骨
盤
に
及
ぼ
す
影
響
と

い

へ
る
章

の
要
黙
に

曰
く
、

(1

)纒
足
の
結
果
、
直
立
の
際
、
腰
部
轡
曲

の
著
明
と
な
る
≧

と
及

び
、之
を
來
す
は
、
走
と
し
て
腰
椎
に
よ

る
べ
く
、
從

て
薦

骨
岬
の
突
出
す
る
こ
と
比
較
的
甚
だ
し
か
ら

ざ
る
べ
し
と
は
、

余
の
推
測
す

る
所
な
り
、
国
暮
。す

は
、
北

京
に
於
け
る
骨
盤

計
測
に
於

て
、
骨
盤
入
口
は
、
心
臓
形
を
な

さ
ず
し
て
、
殆
ど

圓
形
を
な
し
、
其
の
直
種
と
横
径
と
、
殆
ど
同
長
な
る
こ
と
を

詮
明
せ
ム
、
余

の
壷
轡
婦
人
の
自
然
足
と
纒

足
と

を
比
較
し
て

計
測
せ
る
外
結
合

線

の
如

き

も
、
亦
之
を
推
知
す
る
を
得
べ

し
、
即
ち

纒
足
せ
る
も
の

一
入
、
九

自
然
足
の
も
の

一
九
、
三

(2

)横
径
の
振
張

骨
盤

の
横
裡
を

籏
張
す
る
に
、
二

の
手
段
あ
わ
、
其
の

一
は
、
骨
盤
前
宇
部

が
横
径
に
延
長
す
る

支
那
漢
族
の
女
子
に
行
に
ろ
ゝ
纒
足
の
風

三
呈
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之
と

、
其

の
二
は
、
薦
骨

の
幅
径
を
延
長
す
る
こ
と
、
是
れ
な

う
、、
今
纒
足
婦
人
の
骨
盤
は
、
果
し
て
横
径
の
鑛
張
を
な
せ
る

や

、
之
を
個

々
に
就
き
そ

検
す
る
に
、
骨
盤
前
宇
部

の
横
征
に

延
長
す
る
乙
と
は
、
珊
骨
弓

の
大
な
る
角
度
を
作
る
に
ょ
う
想

像
せ

ら
る
、
国
客
Φす

に
よ
れ
ば
、
恥
骨
弓
角
は
、
支
那
入
に

於

て
、
日
本
人
及

び
ア
イ
ヌ
に
比
し
、
著
し
く
大

な

る

を

日

ひ
、
次

に
薦
骨
に
就
き
、
国
暮
巴
霞

は
、
支
那
の
薦
骨
幅
裡

と

長
径

と

の
比
が
、
日
本
人
及

び
ア
イ

ヌ
よ

り

大
な
る

を
日

ヘ

ム
、

如
此
に
し
て
成
立
せ
る
骨
盤
は
、
果
し
て
横
裡
に
延
長
せ

る
や

、
国
き
Φ
l霞

は
、
吉
那
人
の
骨
盤
が
、
H
本
人
及
び
ア
イ

ヌ
に
比
し
、
最
も
小

に
、
而
し
て
外
結
合
線
は
、
同

二
入
種
と

著
し
き
差
異
な
く
、
前
傷
…骨
棘

の
距
離
少
し
く
短
か
し
、
但
し

後
棘

は
著
し
く
大
に
し
て
、
醜
日
間
距
離
に
大
差
な
し
と
日

へ

う
、
更
に
余
の
比
較
測
計
を
畢
ぐ
れ
ば
、

に
し
て
、
骨
盤
横
裡
は
、
共
の
實
緻
及
び
比

例
に
就
き
て
も
、

纒
足
婦
人
に
於

て
、
毫
竜
特
に
鑛
張
せ
る
こ
と
を
謹
明
す
る
を

得
ず
、
寧
ろ
纒
足

の
者
は
、
自
然
足
の
者
よ
う
、
横
径
の
縮
小

せ
る
乙
と

を
知
ら
る
、
今
後
術

ほ
多
数
の
材
料
を
得

て
解
決
す

べ
き
竜
の
な
ら
ん
、

(3

)骨
盤

の
高
さ

頃
菩
巴
零

に
よ

れ
ば
、
支
那

入
の

者
の
高
さ
は
、
唯
恥
骨
縫
際
部
に
於
て

稽

々

高
き

の
み

に
し

て
、
其
の
・部
分
殊
に
全
般

に
就
き
て
は
、
日
本
人
及
び
ア
イ
ヌ

に
比
し
、
著
し
く
低
し
と
日

へ
う
、

　

　

　

　

　

　

の

　

　

　

ゆ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

り

　

(
第
三
)纒
足
に
由
來
す
る
毫
澱
婦
入
の
習
慣
殊
に
静
居
坐
業
が
及

　

　

　

り

　

　

　

ぼ
す
骨
盤
の
影
響
と

い
へ
る
章

の
要
鮎
に
曰
く

、

(
1
)
抑
も
骨
盤
の
構
造

を
、
力
學
静
止
學
上

よ
ム
、
H。財①≡
乙
の

観
察
せ
る
所
に
よ
れ
ば

、
大
骨
盤
は
、
専
ら
起
立
及

び
歩
行
に

適
當
す
べ
く
、
構
造
せ
ら
れ
、
小
骨
盤
は
、
專

ら
坐
位

に
適
當

せ
し
め
ら
れ
尤
ム
と
日

へ
う
、
然
る
と
き
は
支
那
婦
人
に
來
る

べ
き
骨
盤
は
、
必
ず
大
骨
盤

の
畿
育
比
較
的
不
良
に
し
て
、
小

骨
盤

の
登
育
佳
良
な
ら
ざ

る

べ

か

ら
ず
、
術

ほ
再
び
考
ふ
れ

支
那
漢
族
の
女
子
に
行
は
る
、
纒
足
の
風

き
六
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ば
、
纏
足
の
爲
め
、
下
肢
の
支
持
力
不
+
分
な
る
者
は
、
之
を

代
償
す
る
が
爲
め
、
大
骨
盤
は
大
な
る
を
佳
と
す
、之
が
爲
め
、

皇
轡
婦
人
に
最
も
適
當
せ
る
骨
盤
は
、
大
骨
盤

の
比
較
的
小
な

ら
ざ
る
、
而
し
て
小
骨
盤

の
比
較
的
大
な
ら
ざ

る
も
の
な
る
を

要
す

、
口
9
d
霞

の
論
決
に
よ
る
に
、
支
那
人
の
小
骨
盤
は
、

他

の
婦

人
骨
盤
と
異
な
り
、
骨
盤
廣
部
と
骨
盤
入
口
の
横
裡
と

の
差
甚
だ
小
な
り
、
從

て
小
骨
盤

は
、漏
斗
状
を
な
さ
ず

し
て
、

圓
筒
状

を
な
す
と
日

へ
う
、

(
2
)
蓮
動
不
足
の
結
果
は
、

一
般
禮

格
の
爽

育
に

障

碍

を
與

へ
、從

て
骨
盤
も
、
他
人
種

に
比

し
、
小
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、

乃
ち
其

の
大
部
分
が
坐
位
を
取
る
纒
足
婦
入
に
在
う
て
は
、
骨

盤
を

内
上
方

に
趣
す
る
大
腿
の
力
少
な
く
、
從

て
多
少
扁
平
骨

盤
の
形
状
を
取
る
。へ
き
な
う
、
然
る

に
纒
足
婦
人
の
骨
盤
蟹
測

上
得

た
る
結
果
は
、
扁
平
な
ら
ず
、
唯
だ
幾
何
か

豆
般

に
狡
小

な
る

乙
と
、
事
實
に
近
か
き
の
み
、

斯
く
の
如
く
論
歩
を
重
ね
し
後
、
左
の
決
定
を
下
し
て
居
る
、

　

　

第

一
骨

盤

(
a
)
薦
骨
岬
の
前
下
方
に
突
出
す
る
乙
と

は
、
纒

足
婦
人
に

於

て
も
、
亦
た
他
人
種
と
同
標
に
し
て
、
特
に
著
し
き
事
な

し
、

(
b
)骨
盤

は
、
横
径
儂
張
を
な
す
べ
き
が

如
き
も
、
計
測
は

反
封
の
成
績
を
齎
せ
り
.

(
c
)骨
盤
の
高

さ
は
低
し
、

(d

)骨
盤
は
、

一
般
に
自
然
足
婦
人
に
比
す
れ
ば
、
梢

々
小

な
う
、

(
e
)
小
骨
盤
は
、
比
較
的
登
育
佳
良
な
り
、

　

　

　

　

　

　

　

　

第

二
廣
意
義

の
腰
椎
響
曲

纒
足
婦
入
が
、
直
立

の
際
、
廣
意
義
の
腰
椎
轡
曲
の
強
き
こ

と
は
、
梢

々
著
明
な
る
現
象
な
め
、

(
四
)

纒
足
の
思
向
上
に
及
ぼ
す
影
響

ご
已
δ
ωΦ図
目
巴

m巴
①。鼠
暫ロ
o
協
貯
覧
。巴

ぴ
審
暮
繁
、、
の
中
に
、触
支
那
人

の
中
、
小
さ
き
足
を
、
女
子
の
重
も
な
る

暮

舅
亀
8

と
考

へ
ら

れ
て
あ
る
、
そ
れ
故
に
女
子
の
足
は
、
早
く
小

見
の
時
か
ら
極
縮

せ
ら
る
』
と

い
ぶ
事

を
書

い
て
あ
る
が

實
に
支
那
漢
族

の
女
子

に
行
は
る
ゝ
纒
足
の
風
は
、
人
爲
の
殿
傷
(自
暮
凶昼
蔵
o目
)
を
以
て
、

Go
賃
養
=
ロ
ωけ一n
暮

を
補
充
す
る

一
の
美
的
標
準

で
あ
る
、
そ

こ
で

支
那
漢
族
の
女
子
に
行
に
る
ゝ
纒
足
の
風

き
七
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今
も
漢

族
が
揮
探
す

る
女
子
の
美
容
の
圭
禮
を

い
へ
ば
、
足
形
の

大
小
を
問

ふ
を
第

一
と
し
、
面
貌
の
美
醜
を
問
ふ
を
第

二
と
し
、

さ
う
し

て
之
に
詩
的
聯
想
を
加
味
し
て
、『
歩

々
生
蓮
花
』
と
形
容

ヰ
ゥ
タ
ヱ

し
て
居

る
、(
閲

人
の
俗
、
之
を
藍
芽
と
篇
し
、
藍
根

の
若
き
芽
に

比
喩
す

る
)、

遊
に
附

け
て
注
意
す
べ
き
は
、
人
類
の
愛
情
表
出
が

、
其
の
美
容

の
主
燈

の
異
な
る
に
從

ひ
て
、
方
向
を
同
じ
く
せ
澱
こ
と
の
あ
る

ヰ
ヅ
ヌ

一
事
で

、
例

へ
ば
秋
波

一
瞥

の
邊
迎
や
、
温
情
を
潤
す
接
吻
の
如

き
も
、
美
的
主
膿
が
、
顔
面
に
在
る
と
き
に
行
は
る

ゝ
の
が
多
く

の
瘍
合

の
現
象
で
あ
る
如
く
、
若
し
も
其

の
圭
禮
が
、
他

の
部
分

に
在
る
と
き
に
は
、之
が
表
愛
作
用
も
、其
の
部
分
に
向
け
て
働
か

る
ゝ
こ
と
が
あ
る
、
南
米
の
カ
リ
ブ
(
○
葺

ぴ
ω
)
種
族
は
、
腓
部
の

肥
大
せ

る
を
美
入
の
標
準
と
し
、
女
チ
は
幼
よ
う
膝
下
と
躁
上
と

を
木
綿

の
紐

に
て
緊
縛
し
、
以
て
腓
肉

の
膨
起
す
る

に
力

め
、
而

か
も
彼

れ
の
男
子
が
、
意
中
の
女
子
に
愛
情
を
表
す
る
方
法
は
.

其
の
紐
を
結
び
つ
け
て
や
る
事
で
あ
る
と

い
ふ
が
、
漢
族
に
革
、

殆
ど

之
と
趣
を

一
に
す
る
風
習

の
存
在
す
る
こ
と

は
、
演
劇
の
或

る
脚
本
に
、
若
き
男
女

の
互
に
愛
情
を
交
換
す
る
有
標
を
演
ず
る

に
男
子
が
々
子
の
纒
足
を
、
手
つ
か
ら
我
が

顔
に
押
し
當

て
る
こ

と
を
書

い
て
あ
る
、

漢
族
中

の

一
二
學
究
輩
の
唱

ふ
る
所
で
は
、
元
來
女
子
は
内
を
守

る
と

い
ふ
の
は
本
分
で
あ
る
か
ら
、
纒
足
は
、
出
外
輕
畢
な
か
ら

し
む
る
爲
め
に
立

て
ら
れ
た
、
女
敏
の

一
つ
で
あ
る
と

い
ふ
事
を

言
つ
て
居
る
、
併
し
乍
ら
、
若
し
も
纒
足
の
目
的
が
、
全
く
風
敏

上
の
意
味
よ
り
胚
胎
し
た
も

の
と
す
れ
ば
、
之
を
以
て
女
子
の
美

的
標
準
と
す

る
の
必
要
が
な

い
の
で
あ
る
、
之
に
よ
り
て
考
ふ
れ

ば
。
所
謂

る
七
歳
に
し
て
男
女
席
を
同
じ
く

せ
ず

て
ふ
、
兎
角
女

子
に
向

ひ
て

一
種
の
幽
閉
圭
義
を
取
り
つ
ゝ
來

つ
尤
祉
會
的
情
態

に
、
纈
足
の
結
果
が
偶
然
に
も
副
凱

の
助
力
と

な
つ
た
と

は
、
言

ふ
こ
と
を
得
る
の
で
あ

る
が
、
纒
足
其
の
物
は

、
風
敷
の
目
的
に

成
立
し
カ
と

い
ふ
解
繹
は
、
原
因
と
結
果
と
を

取
う
違

ヘ
カ
附
會

の
断
定
と
言
ば
ね
ば
な
ら
臓
と
思
ふ
、

終
ウ
に
爾
ほ

一
言
す
べ
き
は
、
纒
足
者
は
、
共

の
素
足
を
他
人
に

見
ら

る
ゝ
を

無
上
の
恥
辱
と
考

へ
て
居
る
事

で
あ
る
、
皇
潜

に

在
る
閨
人
の
話
で
は
、
陰
部

の
隠
蔽
よ
う
竜

一
層
甚
し

い
と
言
つ

て
居
る
、
即
ち
漢
族
女
子
の
纒
足
者
に
取
う
て
は
、
其

の
崎
形
な

支
那
漢
族
の
女
子
に
行
に
る
、
纒
足
の
風

呂
八
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る
足
は
、
冒
〇山
Φω蔓

の
局
部
と
見
な

さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
、
さ

て
も
軽

を
穿
て
る
外
面
を
他
入
に
見
ら
る
ゝ
の
は
、
非
常
の
榮
誇

で
あ

つ
て
、

―
旦
鞍
を
脱
ぎ
た
る
内
部
の
素
面
を

見

ら

る

ゝ
の

は
、
無
上
の
恥
辱
で
あ

る
と
は
、
興
趣
あ
る
現
象
と

い
ふ
べ
き
で

あ
る
、

奮
記
に
よ
れ
ば
、
ム
「
よ
・9
約

二
百
五
十
年
以
前
、
北
方
な

る
満
…人

族

(疑
同獅δ吻口
O一θ口
ω
)
が
、
支

那
を
攻
略
し
て
、
漢
族
を
支
配
す
る
に

及
び
、
國
家
統

一
の
政
略
上
、
固
有

の
支
那
瓜
を

一
攣
し
て
、
満

俗
化
せ
ん

こ
と
に
力
め
、
康
煕
三
年
嚴
倉
を
布
き
、
同
元
年
以
後

に
生
れ

し
女
乎
の
纒
足
を
禁
止
し
、
若
し
其
の
女
子
の
父
た
る
者

が
、
禁
令
に
違
反
す
る
と
き
は
、
文
武
官
は
吏
部
兵
部

に
交
し
、

人
民
は
刑
部
に
交
し
、
筈
杖
流
徒
等

の
重
き
刑
罰
に
庭
し
、
併
せ

て
其
の
地
方
長
官

に
ま
で
、
失
察
の
責
を
負
は
し
む
る
こ
と

ゝ
し

た
が
、
如
何
せ
ん
積
習
既
に
第
二
の
性
を
な
せ
る

ω
。図
奉
=
蒙
苧

ぎ
ひ
の
動

向

を

一
韓
せ
ざ
る
以
上
は
、
た
と

ひ
嚴
命
酷
箭
を
以
て

臨
む
も

、
到
底
禁
止
の
實
致
を
墨
げ
…難
か
つ
た
の
で

.
次
で
七
年

に
及
び
、
風
敷
を
管
掌
す
る
最
高
官
府
た
る

禮
部

の

題

請
に
よ

う
、
既

贋
の
禁
令
を
解
除
す
る
に
至
つ
た
と

い
ふ
事
で
あ

る
、
菅

に
政
府

の
當
局
者
ば
か
う
で
な
く
,
筍
も
心
あ

る
の
志
士
は
、
夙

に
此
の
弊
俗
を
矯
正
せ
ん
と
し
て
力
を
帯
し
、
其

の
纒
足
の
風
を

嘲
う
て
、

裏
足
原
來
自
古
無
○

親
音
大
士
赤
隻
跣
o

不
知
裏

足
從
何
起
。

起
自
人
聞
賎
丈

夫
o

と
訊
せ
し
も
、
流
俗
の
渦
潮
は
、
此

の
嘲
楓
を

打
ち
消
し
て
、

阿
母
相
憐

一
束
綴
o

爲
改
貼
地
作
金
蓮
u

弓
痕
窄

々
新
花
襟
〇

知
是
初
三
月
上

弦
o

と
歌
は
し
め

つ
ゝ
あ
る
の
は
、
止
む
な
き
現
象

と

い
ふ
べ
き
で
あ

る
、

つ

(
圖
解
)

圖
に
示
す
甲
は
、
豫
備
期
な
る
第

二
指
以
下
の
各
指

　

　

を
踵
面
に
屈
曲
せ
し
状
、
乙
丙

は
、
本
期
な

る
全
く
躁
骨
屈
曲

　

の
縫
形
を
戌
就
せ
し
状
、
丁

は
、
其
の
簿
形

せ
る
骨
儲
の
状
に

　

し
て
、
共
に
在
峯
北
天
然
足
會
所
藏
の
標
本

に
振
う
、
戊
は
、

　

攣
形
せ
る
足
を
布
片
に
て
緊
縛
せ
る
状
、
己

は
、
礎
形
せ
る
足

つ

　

に
穿
つ
鮭
の
形
、
庚
は
之
を
穿
て
る
全
禮
と

し
、
其
の
イ
の
部

　

分
は
色
褥
、

頂
の
部
分
は
脚
環
で
あ

る
、
共

に
盛
灘
に
あ
る
閾

人
の
現
状
に
就
き
て
の
實
爲
に
擦
る
、

支
那
漢
族
の
女
子
に
行
に
ろ
ゝ
纐
足
の
風

#
三


